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平成22年12月2日（木）18：00～19：30
環境総合館1階レクチャーホール

問い合せ先：名古屋市千種区不老町 TEL：052-788-6038 FAX: 052-788-6039 災害対策室 検索主催：名古屋大学災害対策室

1960年チリ沖地震は過去最大級の地震であり，
それにより発生した津波は我が国を始め，環
太平洋沿岸諸国に影響し，多大な被害が生じ
た．その後の国際連携のあり方や津波研究・
防災対応を大きく変えた災害であった．これ
から半世紀を迎えた今年，ほぼ同じ地域で，
Mw8.8（モーメントマグニチュード）の巨大地
震が発生した．なぜ，わずか50年の間で地
震・津波が発生したのか？どのような被害が
起きたのか？


